
主催： まちの健康研究所「あ・し・た」 04-7197-7713

申込み

裏面をご参照の上、ランチを

選び、電話、または直接

あ･し･たでお申込みください 。

☎04-7197-7713

※ 歩きやすい服装、靴でご参加ください。
※ 傷害保険は付保しておりません。自己責任でご参加ください。
※ 交通費・飲食費等は各自でご負担ください。
※ 晴れの場合、帽子や日傘で熱中症・ＵＶ対策をしっかり！
※ 水分補給のため、飲み物もお忘れなく！

・受付時間：

平日 10:00～14:00

土日祝 10:00～18:00

・締め切り：11月28日（水

参加費

定 員

※定員に達し次第
締め切ります。

※交通費・入館料・食事代

等は各自でご負担ください。

11:30 東武アーバンパークライン

（野田線） 野田市駅集合

詳細は裏面をご参照ください。

日 時



11:30 東武アーバンパークライン（野田線）
野田市駅 改札前 集合

11:45 茂木本家美術館見学
企画展
没後160年 広重の四季展
-季節から誰かを憶ふ-

（入館料 700円）

12:30 館内のカフェで昼食

13:30 茂木本家美術館 出発
※ ここから、むらさきの里野田
ガイドの会所属のガイドさんに
案内していただきます。

↓

キッコーマン本店 一部アールデコ調を取り入れた名建築だったが、平成11年に解体。

現在は、正門と塀の一部が記念に残されている。

↓

興風会館 （🚻） （国登録有形文化財・近代化産業遺産） 昭和4年竣工。建築様

式はロマネスクを加味した近世復興式。竣工当時は県内で県庁に次ぐ大建築と言わ
れた。現在、講堂・ギャラリーなどが一般開放。

↓

旧野田商誘銀行 （近代化産業遺産） 大正15年建設。明治33年設立の「野田商誘
銀行」（醤油の語呂に因んで『商誘』と名付けられた）が使用。戦争中に千葉銀行と合
併。現在はキッコーマン関連会社が使用。

↓

市民会館 （🚻） （国登録有形文化財・近代化産業遺産） 旧茂木佐平治邸（大正

13年頃建築）。瓦・柱・壁・照明など細部まで心配りされ、庭園（国登録記念物）・茶室
とあわせ風格のある建物。野田市に寄贈され、昭和32年からは市民会館として市民
活動の拠点。

郷土博物館 （🚻） 昭和34年開館。日本武道館などを設計した山田守の設計。

主な展示・収蔵品は醤油関係資料、郷土の歴史・民俗・考古資料など。江戸時代か
ら昭和30年代までの野田に生きた人々の生活と文化が常設展示。
特別展「野田と大杉様〜地域に息づく信仰～」開催

↓

15:30頃 野田市駅 解散
※ コースは若干変更される可能性があります。

往路） ＜柏の葉キャンパス＞ → ＜流山おおたかの森＞ → ＜野田市＞

10:35 10:37 ／ 10:59 11:13

10:54 10:56 ／ 11:09 11:23

（片道料金： パスモ、スイカ 401円、 切符410円）

スケジュール

どちらか一方を選んでください。

昼 食

交通手段

モモア弁当Ａ
（お寿司とおそば)
1,800円

モモア弁当Ｂ
（天むすとおそば）
1,300円


